
[ 1 ] (1)
−→
AF =

q
−→
AB+ p

−→
AD

p+q

(2)
−→
AE =

n
−→
AC+m

−→
AD

m+n
=

n(
−→
AB+

−→
AD)+m

−→
AD

m+n
=

n
−→
AB+(m+n)

−→
AD

m+n

(3) A，E，Fは一直線上にあることから，−→
AF = k

−→
AEとなる実数 kが存在する。(1)と (2)か

ら，これは
q
−→
AB+ p

−→
AD

p+q
= k

n
−→
AB+(m+n)

−→
AD

m+n

となるが，r = k · p+q
m+n

とおくと，これは

q
−→
AB+ p

−→
AD = r

(
n
−→
AB+(m+n)

−→
AD

)
と書ける。これを整理すれば，

(q−nr)
−→
AB+(p− r(m+n))

−→
AD =

−→
0

ABCDは平行四辺形であるから，これは

q−nr = 0 かつ p− r(m+n) = 0

を意味する。これらから rを消去すると，

q
n
=

p
m+n

⇒ m =
n(p−q)

q

が得られる。

p

q

m

n

B C

DA

E

F

成城大学　2026年度　学部別選抜（A方式） 
2月4日：数学 

■解答例

〈注意事項〉
ここに掲載するのは解答の一例であり、その他に別解がある場合があります。



[ 2 ] (1) 与えられた不等式を変形すると，

(3x)2 −25 ·3x −54 > 0

ここで 3x = t とおくと，t2 − 25t − 54 > 0，したがって (t − 27)(t + 2) > 0となるから，
t <−2, 27 < tを得るが，t = 3x > 0より 27 < t。したがって，33 < 3xから 3 < xが得ら
れる。

(2) 与えられた不等式を変形すると，

3 ·
(

1
3

)2x

+8 ·
(

1
3

)x

−3 < 0

ここで
(

1
3

)x

= tとおくと，3t2+8t −3 < 0，したがって (3t −1)(t +3)< 0となるから，

−3 < t <
1
3
を得るが，t =

(
1
3

)x

> 0より 0 < t <
1
3
。したがって，

(
1
3

)x

<
1
3

⇒ 1 < x

(3) 与えられた不等式は

2(log2 x)2 +3(log2 x− log2 8)< 0

2(log2 x)2 +3log2 x−9 < 0

(log2 x+3)(2log2 x−3)< 0

と変形できる。よって，

−3 < log2 x <
3
2

⇒ 2−3 < x < 2
3
2

すなわち，1
8
< x < 2

√
2が得られる。



[ 3 ] (1) 2p，0，2q，6のように，2つの 2を区別する。可能な (a,b)の組は，

(0,2p),(0,2q),(0,6),(2p,2q),(2p,6),(2q,6)(2p,0),(2q,0),(6,0),(2q,2p),(6,2p),(6,2q)

の 12通りある。このうち，条件を満たすのは，

(a,b)＝ (2p,6)，(2q,6)，(6,2p)，(6,2q)

であるから，求める確率は 4
12

=
1
3
である。

(2) 放物線 y＝ (x－ a)(x－ b)と直線 y = cの交点が 2つとも x > 0であればよい。次のよ
うに場合分けして考える。

(i) a = 0または b = 0のとき，下図 (i)のようになるため，必ず 1つの解は負であり，
不適である。

(ii) (a,b)＝ (2p,2q)，(2q,2p)のとき，下図 (ii)のようになるため，c＝ 1, 2, 3であれば
条件を満たす。

(iii) (a,b)＝ (2p,6)，(2q,6)，(6,2p)，(6,2q)のとき，下図 (iii)のようになるため，cは 1

から 6までのどれでも条件を満たす。

よって，求める確率は， 6
12

×0+
2
12

× 3
6
+

4
12

× 6
6
=

5
12

x

y

O 2 か 6

c

(i)

x

y

O

c

4

2

(ii)

x

y

O

c

12

2 6

(iii)

【別解】所与の 2次方程式を x2 − (a+b)x+ab−c = 0と書き直すと，その解は，解の公
式より，

x =
(a+b)±

√
(a+b)2 −4(ab− c)

2
=

(a+b)±
√

(a−b)2 +4c
2

c > 0より，根号の中身（判別式）は常に正となるから，上の 2次方程式には常に 2つ
の解が存在し，1つの解 (a+b)+

√
(a−b)2 +4c
2

は必ず正である。よって，本問では，
もう 1つの解

(a+b)−
√
(a−b)2 +4c
2

が正となる条件を求めればよい。すなわち，

(a+b)>
√
(a−b)2 +4c



両辺とも正より (a+b)2 > (a−b)2 +4cから 4ab > 4c，つまり ab > cが求める条件であ
る．これを満たすのは，

• (a,b) = (2,2)のとき，c = 1,2,3

• (a,b) = (2,6),(6,2)のとき，c = 1,2,3,4,5,6

よって，
2
12

× 3
6
+

4
12

=
5

12

となる。

(3) 異なる 2つの正の解をもち，かつ aまたは bが 6の確率は，(2)の (iii)の場合であるか
ら 1

3
である。よって，求める条件付き確率は

1
3
÷ 5

12
=

4
5



■出題意図 

 
問題番号 出題の意図 

１ 
ベクトルと図形の基本的な演算と公式の理解を問う問題である。(1)と(2)は、基本的

な公式の演算で、(3)は、教科書にある公式の解説を理解していれば解答できる問題

である。 

２ 
指数及び対数の理解を問う問題である。(1)と(2)は、指数を含む方程式の問題であ

る。(3)は、対数を含む方程式の問題である。いずれも指数及び対数に関する基本的

な内容を理解していれば解答することができる。 

３ 

確率及     び 2 次方程式の理解を問う問題である。(1)は、基本的な確率の問題であ

る。(2)は、左辺を放物線、右辺を直線の式と捉え、それらの交点について図を描いて

考えるといった柔軟な発想があると解きやすい。(3)は、条件付き確率の公式によっ

て解答できる。 

  

  

 

 

  



[ 1 ] Pさんの目の位置を C，塔の先端を Dとして，与えられた状況を図に描くと，

1700m

1.5m

A

B

C

D

E

F

20◦

21◦

となる．

(1) Pさんが地点 Aから地点 Bに水平方向に進んだことになる距離 AEは，

AE = 1700× cos20◦ = 1700×0.9397 = 1597.49

【答】1597.5 m

(2) Pさんが地点 Aから地点 Bに鉛直方向に上がったことになる距離 BEは，

BE = 1700× sin20◦ = 1700×0.3420 = 581.40

【答】581.4 m

(3) 塔の先端Dと地点Aの Pさんの目の位置 Cとの鉛直方向の距離DFは，CF = AEだか
ら，(1)より

DF = CF× tan21◦ = 1597.5×0.3839 = 613.28 = 613.3

したがって，塔の高さ BDは，(2)を用いて

BD = DE−BE = DF+EF−BE = 613.3+1.5−581.4 = 33.4

【答】33.4 m

成城大学　2026年度　学部別選抜（A方式） 
2月5日：数学 

■解答例 

〈注意事項〉 
ここに掲載するのは解答の一例であり、その他に別解がある場合があります。 



[ 2 ] x2 − x−2 = (x−2)(x+1)より，

|x2 − x−2|=

−(x2 − x−2) −1 ≦ x ≦ 2のとき

x2 − x−2 x <−1, x > 2のとき

aは正の定数だから，次のように場合分けする。

(i) 0 < a ≦ 2のとき

S(a) =
∫ a

0
−(x2 − x−2)dx

=

[
−1

3
x3 +

1
2

x2 +2x
]a

0
=−1

3
a3 +

1
2

a2 +2a

(ii) a > 2のとき

S(a) =
∫ 2

0
−(x2 − x−2)dx+

∫ a

2
(x2 − x−2)dx

=
10
3
+

[
1
3

x3 − 1
2

x2 −2x
]a

2
=

1
3

a3 − 1
2

a2 −2a+
20
3

まとめると，

S(a) =


−1

3
a3 +

1
2

a2 +2a 0 ≦ a ≦ 2のとき

1
3

a3 − 1
2

a2 −2a+
20
3

a > 2のとき



[ 3 ] (1) 初項 4，公差−7の等差数列であるから，

an = 4+(n−1)(−7) =−7n+11

(2) 与えられた漸化式より，すべての自然数 kについて

bk+1 −bk = 2k−2

が成り立つ。よって，数列 {bn}の階差数列の第 k項が 2k−2であることから，n ≥ 2の
とき

bn = b1 +
n−1

∑
k=1

(2k−2) = 5+
n−1

∑
k=1

2k−
n−1

∑
k=1

2

= 5+n(n−1)−2(n−1) = n2 −3n+7

b1 = 5であるから，bn = n2 −3n+7は n = 1のときも成り立つ．

(3) 与えられた漸化式は
cn+1 −1 = 4(cn −1)

と変形される．ここで en = cn −1とおくと

en+1 = 4en, e1 = c1 −1 = 1

となり，数列 {en}は初項 1，公比 4の等比数列であるから

en = 4n−1

であり，したがって
cn = 4n−1 +1

(4) 第 4項まで計算すると，

d2 = 2− 1
3
=

5
3
, d3 = 2− 1

5
3

=
7
5
, d4 = 2− 1

7
5

=
9
7

となることから，一般項は
dn =

2n+1
2n−1

(∗)

と見当がつく。この推測が正しいことを，数学的帰納法を用いて証明する。
[1] n = 1のとき (∗)の左辺は

2 ·1+1
2 ·1−1

= 3

となり，d1 = 3と一致する。よって，n = 1のとき，(∗)は成立する。
[2] n = kのとき (∗)が成立すると仮定する。すなわち，

dk =
2k+1
2k−1

(∗∗)



と仮定する。与えられた漸化式より，

dk+1 = 2− 1
dk

が成り立つが，この右辺の dkに (∗∗)を代入すると，

dk+1 = 2− 1
2k+1
2k−1

= 2− 2k−1
2k+1

=
2k+3
2k+1

=
2(k+1)+1
2(k+1)−1

よって，n = k+1のときにも (∗)は成立する。
[1]，[2]から，すべての自然数 nについて (∗)は成立する。したがって，求める一般項は

dn =
2n+1
2n−1

【別解】与えられた漸化式を変形すると，

dn+1 −1 =
dn −1

dn

逆数をとると，
1

dn+1 −1
=

dn

dn −1
=

1
dn −1

+1

よって，数列
{

1
dn −1

}
は初項 1

2
，公差 1の等差数列であるから，

1
dn −1

=
1
2
+(n−1) =

2n−1
2

ゆえに，一般項 dnは
dn =

2n+1
2n−1



■出題意図 

問題番号 出題の意図 

１ 
     三角比の基本的な理解を問う問題である。(1)は余弦、(2)は正弦に関する基本的

な問題である。(3)は三角比の利用方法について正しく理解し、正確に作図できれば

解答可能な問題である。 

２ 
絶対値と二次関数の積分に関する理解を問う問題である。絶対値を含んで表される

二次関数と定積分の意味に関する基本的な内容を理解していれば解答することがで

きる。 

３ 

数列に関する基本的な理解を問う問題である。(1)は、等差数列、(2)・(3) は、それ

ぞれ階差数列・等比数列の漸化式、(4)は、数学的帰納法に関する問題であり、基本的

な公式や解法の適用で解答可能な問題である。 

  

  

  

 

 

 

  



[ 1 ]

接線 ℓの方程式は，
y−a2 = 2a(x−a)

すなわち，
y = 2ax−a2

と書ける。よって点 Qの座標は (0,−a2)である。

y軸と平行な直線と ℓのなす角 θ は∠FQPと同位角だから，∠FQP = θ である。したがって，
∠FQP = ∠FPQとなり，△FPQは二等辺三角形であるから，QF = FPである。

点 Fの座標を (0, f )と置くと，

QF2 = ( f − (−a2))2 = a4 +2a2 f + f 2

FP2 = a2 +(a2 − f )2 = a2 +a4 −2a2 f + f 2

である。QF2 = FP2から f =
1
4
，すなわち，点 Fの座標は

(
0,

1
4

)
である。

【別解】△FPQは二等辺三角形であるから，PQの中点
(a

2
,0
)
を通り，直線 ℓと垂直な直線

と y軸の交点が Fとなる。その直線の式は，y =− 1
2a

(
x− a

2

)
=− 1

2a
x+

1
4
であるから，点 F

の座標は
(

0,
1
4

)
である。

■解答例 

〈注意事項〉 
ここに掲載するのは解答の一例であり、その他に別解がある場合があります。 

成城大学　2026年度　学部別選抜（A方式） 
2月6日：数学 



[ 2 ] (1) 対数の計算を行う。

log10 5 = 1− log10 2 = 1−0.3010 = 0.6990

log10 364 = log10(2
2 ×7×13) = 2log10 2+ log10 7+ log10 13

= 2×0.3010+0.8451+1.1139 = 2.5610

log10 365 = log10(5×73) = log10 5+ log10 73 = 0.6990+1.8633 = 2.5623

(2) 集団の中の一人の誕生日が 2月 6日である確率は 1
365
であるので，それ以外の誕生日

である確率は 1− 1
365

=
364
365
である。集団は m人いて，誕生日は全員独立と考えられ

るので，誕生日が 2月 6日の人が集団にいない確率は(
364
365

)m

である。したがって，求める確率 pは，その余事象の確率であるので

p = 1−
(

364
365

)m

(3) pが 0.95より大きいとすると，(2)より

p = 1−
(

364
365

)m

≧ 0.95(
364
365

)m

≦ 0.05

両辺の常用対数をとり mについて解くと，

log10

(
364
365

)m

≦ log10 0.05

m · (log10 364− log10 365) ≦ −2.0000+ log10 5

(1)より

m · (2.5610−2.5623) ≦ −2.0000+0.6990

m · (−0.0013) ≦ −1.3010

m ≧ 1.3010
0.00130

m ≧ 1000.76

mは 100の倍数であるので，これより m = 1100である。



[ 3 ] (1)
−→
PQ =

−→
OQ−−→

OP = (s+1− t, −s+2− t, s+3− t),
−→
BC = (1,−1,1)

よって，
−→
PQ ·−→BC = (s+1− t)− (−s+2− t)+(s+3− t) = 3s− t +2

(2) 点 Hの座標を (h+1,−h+2,h+3)とおくと，−→
PH ·−→BC = 0であるから，(1)より

3h− t +2 = 0 ⇒ h =
t −2

3

このとき，Hの座標は(
t −2

3
+1, − t −2

3
+2,

t −2
3

+3
)
=

(
t +1

3
,

8− t
3

,
7+ t

3

)
よって，

−→
PH =

−→
OH−−→

OP =

(
t +1

3
− t,

8− t
3

− t,
7+ t

3
− t

)
=

(
1−2t

3
,

8−4t
3

,
7−2t

3

)

(3) 点 Pと直線 ℓ2の距離は−→
PHの大きさに等しいから，(2)より，求める距離は

|−→PH|=

√(
1−2t

3

)2

+

(
8−4t

3

)2

+

(
7−2t

3

)2

=
1
3

√
24t2 −96t +114

となる。

(4) 距離が最小となるのは，(3)の平方根の中が最小となるときであるから，

f (t) = 24t2 −96t +114

を最小にする tを求めればよい。平方完成より，

f (t) = 24
(

t2 −4t +
19
4

)
= 24

(
(t −2)2 +

3
4

)
よって最小値は t = 2のときで，最小距離は

|−→PH|= 1
3

√
24 · 3

4
=

1
3

√
18 =

√
2



■出題意図 

問題番号 出題の意図 

１ 
二次関数の接線を含む、座標平面内の複数の直線が作る図形の理解を問う問題であ

る。題意を理解して図を描くことができれば解答は容易である。二次関数（放物線）の

接線の方程式を求め、平行線と直線がなす角度同士の関係（同位角）を利用する。 

２ 

対数の計算法の基本と確率に関するべき乗計算への対数の応用を問う問題である。

(1)は、対数の基本的な計算法を確認する問題である。(2)は、誕生日という日常生活

に対する確率の応用問題である。(3)は、(2)で立式した確率の数式の具体的な数値

を対数計算を応用することで求める問題である。具体的には、大きなべき乗を含む不

等式を対数を用いて値を見積もる。 

３ 

空間内の２直線に関するベクトルの内積、垂線条件及び距離公式を用いて、空間図形

をベクトルで処理する力を測る問題である。さらに、二次関数をもとに、２点間距離の

最小値を求める力も評価する。 

  

  

  

 

 

  



[ 1 ]

A

B

C

D

(1) 白玉が出る回数を m，赤玉が出る回数を nとすると，ちょうど 1周してゴールするた
めには，2m+ n = 4，（0 ≦ m ≦ 2, 0 ≦ n ≦ 4）が必要である。これを満たす (m,n)の組
は (0,4)，(1,2)，(2,0)の 3つであり，対応する事象は互いに排反である。試行 1回に
つき，白玉が出る確率は 2

3
，赤玉が出る確率は 1

3
であるから，求める確率は(

1
3

)4

+ 3C1

(
1
3

)2 2
3
+

(
2
3

)2

=
55
81

【別解】余事象を考える。ちょうど 1周でゴールしないのは，1周目にDで止まり，かつ
次に白玉が出る場合である。1周目にAからDに進むのは，2m+n = 3（0 ≦ m ≦ 1, 0 ≦

n ≦ 3）のとき，すなわち，(m,n)が (0,3)か (1,1)の場合であり，対応する事象は互い
に排反である。よって，1周目に Dで止まる確率は(

1
3

)3

+ 2C1
1
3
· 2

3
=

13
27

1周目にDで止まるという事象と，次に白玉が出る事象は独立だから，ちょうど 1周で
ゴールしない確率は，

13
27

× 2
3
=

26
81

よって，これを 1から引いて，55
81
が求める確率である。

(2) 2周してゴールするのは，Aから Dまで進み，Dから Aには止まらずに Bに進み，B

からAに進む場合である。AからDに進む確率は，上記別解にある通り 13
27
と求まる。

次に，Dから Aには止まらずに Bに進むのは，白玉を引いたときなので，確率は 2
3
。

最後に，Bから Aに進む確率は，3区間を進む確率であり，Aから Dに進む確率と同
じであるので，13

27
となる。これらの事象は独立であるから，求める確率は

13
27

× 2
3
× 13

27
=

338
2187

成城大学　2026年度　学部別選抜（A方式） 
2月7日：数学 

■解答例 

〈注意事項〉 
ここに掲載するのは解答の一例であり、その他に別解がある場合があります。 



[ 2 ]

(1) 点Qの座標を (a,b)とおく。点 Pと点Qが y = 2x+2に関して対称であることから，PQ

の中点
(

a+ s
2

,
b+ t

2

)
は y = 2x+2上にあることがわかる。よって，

b+ t = 2a+2s+4 (1)

また，点 Pと点 Qが，y = 2x+ 2に関して対称であることから，y = 2x+ 2と直線 PQ

は直交する。よって，直線 PQの傾きは−1
2
となり，

b− t
a− s

=−1
2

この式を変形すると，
2b−2t =−a+ s (2)

式 (1)と式 (2)を連立して aと bについて解くと，

a =
−3s+4t −8

5
, b =

4s+3t +4
5

を得るから，点 Qの座標は
(
−3s+4t −8

5
,
4s+3t +4

5

)
である。

(2) 点 Pが x+ y = 0上を動く場合，t =−sとなるので，(1)より Qの座標は(
−7s−8

5
,
s+4

5

)

x =
−7s−8

5
と y =

s+4
5
から sを消去すれば，点 Qの軌跡は，直線 x+ 7y− 4 = 0で

ある。
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(1) ∠BFP = ∠BDP = 90◦より，円周角の定理の逆から，四角形 FBPDは円に内接する。

(2) ∠AFP = ∠AEP = 90◦より，対角の和が 180◦であることから，四角形 FPEAは円に内
接する。

(3) (1)より，∠PFD = ∠PBD = ∠PBC

Pは△ABCの外接円上の点だから，円周角の定理より，

∠PBC = ∠PAC = ∠PAE

(2)より，∠PAE = ∠PFE

以上より，∠PFD = ∠PFEとなるから，3点 D, E, Fは一直線上にあることが示された。
■



■出題意図 

問題番号 出題の意図 

１ 
確率についての基本的な理解を問う問題である。（1）も(2)も、問題文を正確に理解

し、場合分けを丁寧にすることにより解答可能な問題である。 

２ 
xy 座標における直線の方程式について基本的な理解を問う問題である。２点の中点

の座標や直交する直線の傾きなどを計算できれば解答できる問題である。 

３ 
平面図形における基本的性質である，円周角の定理や四角形が円に内接するための

条件を用いて論証する能力を測る問題である。 

  

  

  

 


